
 

環境・気候変動（骨子） 
 

１．気候変動 

気候変動と闘うために力強い指導力を発揮するという我々のコミットメント

を再確認。バリで採択された決定を２００９年までに国連気候変動枠組条約

（ＵＮＦＣＣＣ）プロセスにおいて世界的な合意に達するための基礎として歓

迎し、その成功裡の妥結にコミット。 

主要経済国首脳会合によるＵＮＦＣＣＣに対する積極的な貢献を支持。 

 ２０５０年までに世界全体の排出の少なくとも５０％削減を達成する目標

というビジョンを、ＵＮＦＣＣＣの全締約国と共有し、かつ、この目標を

ＵＮＦＣＣＣの下での交渉において、これら諸国と共に検討し、採択する

ことを求める。 

 自らの指導的役割を認識し、我々各国が、全ての先進国間で比較可能な努

力を反映しつつ、排出量の絶対的削減を達成するため、野心的な中期の国

別総量目標を実施。 

 セクター別アプローチは、各国の排出削減目標を達成する上で、とりわけ

有益な手法。また、エネルギー効率を向上し温室効果ガスを削減する有用

な手法。 

 ２００９年末までに交渉される国際合意において拘束される形で、全ての

主要経済国が意味ある緩和行動をコミットすることが必要。 

 国際エネルギー機関（ＩＥＡ）に対して自発的なセクター別指標に関する

作業の強化を要請。国際航空及び同海運セクターにおける排出の抑制又は

削減についての迅速な議論の重要性を強調。  

 エネルギー効率に関する中期的な、展望としての目標の設定の重要性を認

識。「エネルギー効率に関する協力のためのパートナーシップ」を設立す

るという決定を歓迎。 

 クリーン・エネルギーを推進。再生可能エネルギーの重要性を認識。持続

可能なバイオ燃料の生産と使用の重要性を強調。 

 日本の提案により３Ｓ（保障措置（核不拡散)、原子力安全、核セキュリテ

ィ）に立脚した原子力エネルギー基盤整備に関する国際イニシアティブが

開始。 

 途上国の適応の努力に対する協力を継続・強化。 

 革新的技術のロードマップを策定する国際的イニシアティブを立ち上げ。

環境・クリーン・エネルギー技術の研究開発への投資の増大と商業化の促

進にコミット。この観点から、Ｇ８メンバーは政府の直接投資による研究

開発に今後数年間にわたり毎年１００億米ドル超をプレッジ。 

 気候投資基金の設立を歓迎し支持。Ｇ８メンバーは、既に約６０億米ドル

をこれらの基金に拠出することをプレッジしており、他のドナーからのコ



 

ミットメントを歓迎。Ｇ８メンバーによる様々な二国間の資金的イニシア

ティブを歓迎。このような資金的支援が、実効的な２０１３年以降の枠組

への開発途上国の積極的関与を奨励することを期待。 

 市場メカニズムは価格シグナルの提供を可能とし、民間部門に対する経済

的インセンティブを与える潜在力を有する。様々な手段を各国の事情に従

って促進し、経験を共有。 

 ＷＴＯにおける環境関連物品及びサービスの関税・非関税障壁撤廃努力を

強化。加えて、気候変動への取組に直接関係する物品・サービスの自主的

な貿易障壁削減または撤廃を考慮。低炭素に貢献し得る購入・投資政策や

実行等を奨励。 

 グレンイーグルズ対話の最終報告書及びＩＥＡと世銀の報告書を歓迎。 

２．環境 

 違法伐採対策等を含む森林減少対策、生物多様性の保全、３Ｒ、持続可能

な開発のための教育（ＥＳＤ）にも取り組む。 

（了） 


